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鳴海要記念陶房館の催し

【昭和のプラモデルBOXアート展】
▽とき　１月５日～ 14日の午前９
時～午後 4時（最終日は午後３時
まで）
▽観覧料　無料
【電動ロクロを体験しませんか？】
▽とき　１月 18日～ 20日の午前
10時～午後３時
▽内容　電動ロクロを使った器作り
▽講師　小山陽久さん、佐藤学さん
（津軽千代造窯）
▽対象　小学生以上
▽参加料　1,600 円（材料費含む）
※所要時間約45分。予約優先。
～共通事項～
▽ところ 鳴海要記念陶房館（賀田
字大浦）
■問 鳴海要記念陶房館（☎ 82・
2902、火曜日は休み）

えほんのもり・ブックスタート
おはなしかい
◎えほんのもりのおはなしかい
▽とき　１月６日・16 日の午前
10時 30分～ 11時

▽内容　絵本の読み聞かせ、手遊び
など
▽対象　３歳までの乳幼児と保護者
◎ブックスタートおはなしかい
▽とき　１月 20 日・30 日の午前
10時 30分～ 11時
▽内容　ブックスタートでプレゼン
トする絵本の楽しみ方アドバイスや
手遊びなど
▽対象　０歳児と保護者
～共通事項～
▽ところ　こども絵本の森（駅前町、
ヒロロ３階）おはなしコーナー
※事前の申し込みは不要。ブックス
タートパックは引換券到着日から１
歳の誕生日月末まで、こども絵本の
森、弘前図書館（下白銀町）、岩木
図書館（賀田１丁目）、相馬ライブ
ラリー（五所字野沢）で引き換えが
できます。
■問こども絵本の森（☎35・0155）

こどもの森１月の催し

◎月例登山『新春登山』
▽とき　６日（日）、午前９時 30
分～午後２時30分（雨天決行）
▽対象　登山の経験があり、冬山登
山の装備で参加できる人
▽持ち物　飲み物、昼食、替えの下
着・靴下、雨具、防寒着
※事前の申し込みが必要。

◎自然教室『新春弓矢大会』
▽とき　20日（日）、午前10時～
正午
▽対象　小学生
▽持ち物　飲み物、替えの下着・靴
下、防寒着
～共通事項～
▽ところ　こどもの森ビジターセン
ター（坂元字山元、久渡寺境内）
▽参加料　無料
▽冬季開館日　毎週土・日曜日、祝
日と小・中学校の冬休み期間（１月
１日～３日は除く）
■問こどもの森ビジターセンター（☎
88・3923）／市みどりの協会（☎
33・8733）

藤田記念庭園の催し

【クラフト展「佐藤陽子監修こぎん
冬の陣part ２～高橋寛子氏ととも
に～」】
　県伝統工芸士高橋寛子さんの図案
や未公開作品などを展示します。ま
た、こぎん刺し体験もできます。
▽とき　１月 11日～ 21日の午前
10時～午後４時
▽ところ　藤田記念庭園（上白銀町）
考古館２階ギャラリースペース
▽入場料　無料（こぎん刺し体験は
有料〈500円～〉）
※事前の申し込みは不要。

■問佐藤陽子こぎん展示館（☎携帯
090・1491・4912）
【冬季開園】
▽とき　３月 31日までの午前９時
～午後５時
▽ところ　洋館（大正浪漫喫茶室、
藤田謙一資料室、会議室）、匠館（ク
ラフト展、和カフェ）、高台部のみ
▽入園料　無料（会議室は有料）
※洋館は貸し切りなどで使用できな
い場合もあります。クラフト＆和カ
フェ匠館は１月１日～３日まで休
業。
■問藤田記念庭園（☎37・5525）

第13回自然環境学習会

▽とき　１月12日（土）
　　　　午後１時～４時30分
▽ところ　市立観光館（下白銀町）
多目的ホール
▽内容　大学生や高校生、市民によ
る、だんぶり池や県内で見られる動
植物についての研究発表
▽参加料　無料
※事前の申し込みは不要。
■問ひろさき環境パートナーシップ
21（村田さん、☎33・4687）

郷土文学館第43回企画展

【太宰治生誕110年記念展－太宰
治と弘前－】
　太宰が官立弘前高等学校の学生と
して生活した「弘前」と、生誕地・
金木などの「津軽」をテーマの中心
に据え、太宰治の人と文学、太宰を
育んだ風土を掘り下げて紹介しま
す。
▽とき　１月12日～12月 28日、
午前９時～午後５時（入館は午後４
時30分まで）
▽ところ　郷土文学館（下白銀町）
▽観覧料　高校生以上＝ 100 円／
小・中学生＝50円
※障がい者、65歳以上の市民、市
内の小・中学生や外国人留学生、ひ
ろさき多子家族応援パスポートを持
参の人は無料。年齢や住所を確認で
きるものの提示を。
■問郷土文学館（☎37・5505）
※青森県民カレッジ単位認定講座。

弘前大学教育学部附属特別
支援学校「造形作品展」
▽とき　１月 12日～ 14日の午前
11時～午後７時（14日は５時まで）
▽ところ　スペースデネガ（上瓦ケ
町）　
▽内容　「こころのかたち－平成最
後の遊び－」をテーマとしたコラグ
ラフ作品などの展示
▽入場料　無料
■問弘前大学教育学部附属特別支援学
校（☎36・5011）

二十歳の祭典

▽とき　１月13日（日）
　　　　午前11時～
※午前 10時 50分までに入場して
ください。
▽ところ　市民会館（下白銀町）
▽内容　成人式、成人祭
▽対象　平成 10年４月２日～平成
11年４月１日に生まれた人
※市内に住所のある対象者には案内
はがきを郵送しています。
▽その他　当日市民会館に駐車はで
きませんので、近くの有料駐車場を
ご利用ください。また、交通渋滞緩
和のため、午前 10時～午後１時の
間、市役所・茂森方面から市民会館
への右折進入を禁止します。
【出席者は博物館観覧料が無料】
▽とき　１月 13 日（日）、午前９
時30分～午後４時30分
▽ところ　市立博物館（下白銀町）
▽開催企画展　「～春を待つ～ふる
さとの画家展」
■問生涯学習課（☎ 82・1641）／
市立博物館（☎35・0700）

新春恒例消防団出初式

　平成 31 年の年頭にあたり、「災
害のない安全なまち」を目指し、出
初式を行います。伝統を継承するま
とい振りや勇壮な分列行進など、消
防団の心意気を披露します。
▽とき　１月 14 日（月・祝）、午
前９時30分～ 10時 30分ごろ
▽ところ　土手町通り

【通行規制のお願い】
　会場となる土手町十文字から一番
町交差点までは、午前８時 50分～
10 時 30 分ごろまで、一般車両の
通行が規制されます。市民の皆さん
にはご不便をお掛けしますが、ご理
解とご協力をお願いします。
　また、会場内での無人航空機（ド
ローン等）の使用は全面禁止します。
■問防災安全課（☎40・7117）

弘前市学校保健研修会

▽とき　１月19日（土）
　　　　午後２時～４時
▽ところ　弘前総合保健センター
（野田２丁目）４階視聴覚室
▽内容　講演「小児がんの現状につ
いて」
▽講師　照井君典さん（弘前大学医
学研究科小児科学講座准教授）
▽対象　認定こども園・保育園・幼
稚園・学校・医療関係者、保護者
▽参加料　無料
※事前の申し込みが必要。
■問弘前市学校保健会事務局（西小学
校内、☎34・1335）

東北女子大学公開トークショー

▽とき　１月 25 日（金）、午後４
時15分～５時 30分
▽ところ　東北女子大学（清原１丁
目）
▽内容　可能性を深めるトーク
ショー「暮らしに潤いを　食と美」
▽講師　加藤秀夫さん（東北女子大
学家政学部健康栄養学科教授）、岩
井康賴さん（同児童学科教授）
▽定員　180人程度
▽参加料　無料
※事前の申し込みは不要。
■問東北女子大学公開講座係（☎
33・2289）

◎おたのしみおはなし会
▽とき　５日・19 日の午前 11
時～ 11時 30分、12日・26日
の午後３時～３時30分
▽ところ　弘前図書館（下白銀町）
１階閲覧室おはなしコーナー
▽内容　「正月・干支」をテーマ
とした、絵本の読み聞かせ、紙芝
居、昔話、エプロンシアター、な
ぞなぞなど
▽対象　おおむね４歳～小学校低
学年の児童
▽参加料　無料
※事前の申し込みは不要。
■問弘前図書館（☎32・3794）

弘前図書館 1月の
催し
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博物館で
▲猪形土製品

（愛称「いのっち」）

　東京国立博物館やパリの「ジャパ
ニスム2018」に出品されていた国
指定重要文化財「猪形土製品」が、
１月４日から、博物館での展示を再
開します。今年の干支であるイノシ
シは、「無病息災」と「子孫繁栄」
の象徴です。１月４日～６日には「新
春いのっちクイズ」も実施しますの
で、ぜひ観覧においでください。
【新春いのっちクイズ】
▽とき　１月４日～６日
▽内容　博物館でいのっちに関する

クイズを出題。参加者にはもれなく
オリジナルいのっちグッズをプレゼ
ントします（なくなり次第終了）。
【企画展４「～春を待つ～ふるさと
の画家展」】
▽とき　３月 24 日まで
の午前９時 15 分～午後
４時30分
▽ 1月の休館日　１～３
日、21日
■問市立博物館（下白銀町、
☎35・0700）

干支もうで


